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・北東北における地域枠の配置の現状と対策

・岩手医科大における恒久定員内への
地域枠に準じた枠の設置の取り組み

・岩手医科大における地域枠以外の医学生に
対する地域定着に向けた取り組み
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現在の北東北
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現在の北東北 江戸時代の北東北

国立秋田大学

国立弘前大学

南部藩
佐竹藩

津軽藩

伊達藩

庄内藩

私立岩手医科大学

廃藩置県は、藩制度が
無視されて、県境が明治
政府によって決められた
→文化はいまだに藩制度
のまま
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現在の北東北 江戸時代の北東北

すべて弘前大関連

南部藩
佐竹藩

津軽藩

伊達藩

庄内藩

大館市のみ
弘前大関連

ほぼすべて秋田大関連

ほぼすべて岩手医大関連

ほぼすべて東北大関連

鹿角地区のみ
岩手医大関連

弘前大、東北大、岩手医大
が混在

各大学の関連病院も
藩制度のまま
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現在の北東北 江戸時代の北東北

すべて弘前大関連

南部藩
佐竹藩

津軽藩

伊達藩

庄内藩

大館市のみ
弘前大関連

ほぼすべて秋田大関連

ほぼすべて岩手医大関連

ほぼすべて東北大関連

鹿角地区のみ
岩手医大関連

弘前大、東北大、岩手医大
が混在

地域枠配置は各県内に
限定→青字の医療圏に
は他県からの地域枠が
配置できない
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現在の北東北 江戸時代の北東北

すべて弘前大関連

南部藩
佐竹藩

津軽藩

伊達藩

庄内藩

大館市のみ
弘前大関連

ほぼすべて秋田大関連

ほぼすべて岩手医大関連

ほぼすべて東北大関連

鹿角地区のみ
岩手医大関連

弘前大、東北大、岩手医大
が混在

北東北の医療を守る
ためには北三県及び
三大学の協力が必要→
医療の道州制が不可欠
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現在の北東北 江戸時代の北東北

すべて弘前大関連

南部藩
佐竹藩

津軽藩

伊達藩

庄内藩

大館市のみ
弘前大関連

ほぼすべて秋田大関連

ほぼすべて岩手医大関連

ほぼすべて東北大関連

鹿角地区のみ
岩手医大関連

弘前大、東北大、岩手医大
が混在

さらに、経営母体が
異なる→医療の道州制
をどう構築するか？

市、町立

JA 県立
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現在の北東北 江戸時代の北東北

すべて弘前大関連

南部藩
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ほぼすべて東北大関連

鹿角地区のみ
岩手医大関連

弘前大、東北大、岩手医大
が混在

３県でお互いに地域枠医師
が行き来でき、義務年限を
他県でも消化できることが
必須

市、町立

JA 県立
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現在の北東北 江戸時代の北東北

すべて弘前大関連

南部藩
佐竹藩

津軽藩

伊達藩

庄内藩

大館市のみ
弘前大関連

ほぼすべて秋田大関連

ほぼすべて岩手医大関連

ほぼすべて東北大関連

鹿角地区のみ
岩手医大関連

弘前大、東北大、岩手医大
が混在

現在、３県の行政が話し
合いをしている
→厚労省にも、この
「医療の道州制」を推進する
ようにお願いしたい。市、町立

JA 県立
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全国公募 これについては、大学
独自の取り組みとして
実施していた
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令和4年度から、計３１名

17



令和4年度から、計３１名→令和９年度入学者から

「募集定員:15名以内、卒業後の義務年限：７年」

に変更予定
すべての基本領域専門医の取得が可能とする
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令和4年度から、計３１名→令和９年度入学者から

「募集定員:15名以内、卒業後の義務年限：７年」

に変更予定
この根拠は？
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岩手県出身者のみ
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地域枠A

の合格

最低点を

基準とした

時の入学可能者

11人 12人 21人 10人

> > > >

→
この基準で総合型選抜を入学させても
15名以内とすると入学者の学力を担保
できる
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全国公募
恒久定員内に大学独自の
地域枠を設定している等、
大学として地域医療に貢献
する取り組みを行っている
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医学部１年
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医学部３年
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医学部５年
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実習病院：多くは岩手県
内の医師少数地域
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医学部４年
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岩手で「実力派医師」を目指せ

幅広く豊富な臨床経験
•大学附属病院、地域基幹病院、地域病院がバランスよく配置

→高度専門医療から一般診療、高齢者医療、介護・福祉、予防医学

→よくある疾患から希少症例まで

•医師少数県 → 指導医と距離が近く、実践的診療ができる，経験の機会が多い

•良好な病院間連携・多職種連携・介護・福祉連携・顔の見える関係

•災害医療教育・心のケア

臨床研修から専門研修・医学研究へスムーズに
•岩手医科大学を中心として県内外の密接なネットワーク

•イーハトーヴ臨床研修病院群の熱心な指導教育体制

•全19領域の専門研修プログラムを整備

•社会人大学院、履修プロセス管理、部門横断的な研究環境

•臨床研修⇒専門研修、 大学院・学位取得まで一貫した環境

•医局は生涯にわたるサポート基地

－出身大学ネットワーク－
各講義の中に
入れている

32



抜群の待遇と生活環境

抜群の待遇・良好な生活環境
•臨床研修医の給与・手当は全国平均を大きく上回る

•住宅補助・医師宿舎が充実

•自然豊かで暮らしやすく、ワークライフバランスを保ちやすい

•患者や住民との距離が近く、やりがい・必要とされる実感が大きい

•控えめで実直、信頼を重んじる県民性

•豊かな食文化・ご当地グルメ、四季折々の美しい自然、伝統と文化

－岩手は宝の山－

2年次 年収(万円)1年次 年収(万円)

650〜850612〜799岩手県（レンジ）

660612.0岩手医大附属病院

379307全国平均（大学病院）

556451全国平均（市中病院）

※宿日直等手当等の想定額をモデルケース加算臨床研修医の年収比較

で作成。出典：岩手臨床研修病院ポータルサイト、厚労省「臨床病院に
おける研修医の処遇」

各講義の中に
入れている
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女性医師のキャリア形成
－岩手県・岩手医科大学の姿勢－

手厚いキャリア形成支援
• 育児支援・勤務調整制度の整備

• 出産・育児とキャリア継続の両立がしやすい環境

→岩手JOYサポートプロジェクト、ママドクター制度

• 院内保育所（一部で24時間）、ベビーシッター派遣

• 女性医にとっても専門医取得や研究に取り組める柔軟な体制

• 岩手医科大学の「復職研修支援」制度

• ロールモデルとなる先輩医師が多数
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400

男 女

2022年の岩手県医師数 e-Statより

各講義の中に
入れている
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岩手で「実力派医師」を目指せ
－岩手医大卒業生のキャリア形成は、やはり岩手で－

せっかく岩手に来たんだから、

ここで 確かな実力と豊かな人間性 を育みませんか

豊富な臨床経験

抜群の待遇女性医師支援

専門医・学位
スムーズに

温かい風土・文化

教員・先輩・同期
との繋がり

各講義の中に
入れている
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